
いすど自動車株式会社

通称名

ビッグホーン

車両型式

GF-UBS26GW 

GF-UBS26DW 

エンジン型式

6VEl 

適用時期

1998. 2~ 

出典資料

ビッグホーン 6VEl型エンジン市IJ待1)システム
No E1l4(202 -32i) 

工ンジン車載故障診断装置(OBO)による診断技術パート E

ビッグホーンに搭載した6VElエンジンは，電子制御にトランスミッション制御と統合したPCM(パワートレ

イン・コントロール・モジュール)方式を採用し，従来型6VDlエンジンをベースに総排気量の増大，吸気系

の改良による出力性能アップ，カムシャフトをギヤ駆動に，狭角バルブ構造，ダイレクト・アタック方式の採

用など，構造の簡素化によるエンジンのコンパク卜化，燃焼室の改良，各部ブリクションの低減による燃料消

費率の向と及び排出ガスのクリーン化，シリンダ・ヘッド・カバー，タイミング・ベルト@カバーのフル・フ

ローティング化，アルミ・クランクケースの採用による騒音の低減などを実施すると共に，車載故障診断装置

(OBD)在採用し，新車時だけでなく使用過程時においても，各エミッション関係装置の性能が維持されるこ

とを監視し，装置に異常が発生した場合に運転者に警報し，整備の必要性を知らせることで，有害排出ガスの

排出を防止するシステムが装備されている。

今回の診断技術の内容は，エンジン車載故障診断装置(OBD)を活用する診断技術とし， I車載診断システムの

表示方法J，I車載診断故障コード表示時の点検・整備方法」について，車載された故障診断装置だけを使用す

る場合と車載故障診断装置に外部診断器を接続して使用する場合の点検@整備方法を説明する。また， I車載

診断故障コード無表示時の点検・整備方法」では，警告灯は表示しないが不具合が発生するセンサの特性異常

を例に挙け二診断・点検・整備方法を説明する。

なお，診断技術の参考資料として「構成部品の配置J，I端子配列及び端子電圧表」及び「配線図」を末尾に掲載し

fこO

1 車載診断システムの表示方法

1) ユーザ・モード表示(図-1 ) 

ダイアグノシスは， 54項目(スキャン・モードの場

合)のコードをもっており， PCM(パワートレイン

.コントロール・モジュール)のメモリに記憶され

ている。 走行‘に影響する異常がシステムに発生する

と，メータ・パネル内の“CHECKENGINE"ラン

プを点灯させてドライパに知らせる。また，その

コードをPCMに記憶すると共に，コードによって

はパックアップ制御を行う。

図-1 “CHECK ENGINE"ランプ
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2) ダイアゲノシス@コードの読み取り

(1) 車載故障診断装置を使用する場合(図-2) 

PCMに記憶されたトラブル@コードは，自己診断コネクタ(外部診断器接続用コネクタ)を短絡させること

により“CHECKENGINE"ランプを点滅させて表示することができる。

①キー@スイッチをONにして“CHECKENGINE"ランプが点灯することを確認する(バルブ・チェック)。

②キー・スイッチをOFFにして自己診断コネクタのNo.6(オレンジ/青)とNo.4(黒/青)を短絡させる。自己診

断コネクタは黒色の16極コネクタで，フロント・コンソール内PCMの右側にある。

③キー@スイッチON，エンジン停止の状態にする。

④“CHECK ENGINE"ランプの点滅回数を読み取る。

⑤ダイアグノシス@コードが異常を出力した場合は，

ダイアグノシス・コード表によって内容を判断する。

図-2 自己診断コネクタ

(イ) トラブル・コードが記憶されていない場合(図-3) 

正常コードi12Jを繰り返し表示する。

(口) トラブル@コードが記憶されている場合(図-3) 

正常コードi12Jを3回表示した後，記憶しているトラブル@コードを 3回ずつエンドレスで繰り返し表示す

る。この表示は，自己診断コネクタを短絡させている間継続する。トラブル・コードが2個以土記憶されて

いる場合，小さいコード順に表示する。

仔1])正常コード1!12"
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開示表
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灯

灯

点

消

Jlt川ム 3.2 単位(秒)

191]) 故障コード 113111

L川fli 3.2 単位(秒)

正常時

[12卜一112J-[12J-[12Jー[12]-[l2J 口2J-[121 -: 12] -[12J -[12] --[l2J -[12J -[12]-[12J -[12Jー[12]ー[12J 今 酔

異常時 (例)故障コード“31"“42"が記憶されている場合

[121-[12J 日2Jー[31J ]3IJ-[:lIJ-[42J-[12]ーは2J-[12J -i121 口2J-[311 13lJ -[3IJ -[42Jー[42J-[42J 酔

""" Lンドレスヨミボ 院~

図-3 コードの表示
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(2) 外部診断器を使用する場合(図-4) 

①外部診断器の電源スイッチがOFFになってL、るこ

とを確認する。

②キー@スイッチがOFFになっていることを確認す

る。

①外部診断器をフロント・コンソール内PCMの右側

にある自己診断コネクタ(外部診断器接続用コネク

タ)に接続する。

④キー@スイッチをONにする。

⑤外部診断器の画面の指示に従って，ダイアグノシス

@コードの読み取りなどを行う。

3) ダイアゲノシス・コード一覧表

図-4 自己診断コネクタ

表示タイプ;A:PCMがその異常を初めて検出したときに“CHECKENGINE"ランプを点灯させる。この

とき，異常が発生した運転状況の情報をフリーズ・フレーム・データとして記憶させる。

表示タイプ;B:PCMがその異常を 2回の連続した運転サイクルで検出したとき 2回目の運転サイクルの

異常検出時に“CHECKENGINE"ランプを点灯させる。このとき 1回目の異常発生状況

はフリーズ・フレーム・データには記憶されず，コードのみが故障レコード@データに記

憶される。また， 2 回目の異常検出時の情報~i ，“CHECK ENGINE"ランプの点灯と共に

フリーズ-フレーム・データとして記憶される。

表示タイプ;D:PCM は“CHECKENGINE"ランプを点灯させない。 PCMが異常を検出したときにコード

のみが故障レコードに記憶される。

トフブjレ・コード CHECK 

ランプ・ スキャン 診断項目 診断内容
表示
ENGINE 

モード -モード
タイプ

ランプ

P010l 
計算吸入全気量が20~40g/sの範凶内で， MAFセンサ出力空気量

B 点灯
と計算空気量のずれが大きくなったとき

MAF 
エンジン回転500r/min以上で，かつ始動後10sec 以上のとき MAF

61 P 0102 (マス・エア・ A 点灯

フロー)センサ
センサからの信号が診断下限周波数以下と検出されたとき

P0103 
エンジン!百|転500r/min以上で，かつ始動後10sec 以上のとき MAF

A )~JT 
センサからの信号が診断上限周波数以上と検出されたとき

P0107 MAP エンジンI，ij転中でMAPセンサからの信号が診断下限電圧以下と検 A 点灯
(マニホールド 出されたとき

33 -アブソリュ

P 0108 
ート・プレッ エンジン回転中でMAPセンサからの信号が診断上限電圧以上と検

A 点灯シャ)センサ 出されたとき

P0112 
エンジン始動後120secで車速が48km/h以上のとき IATセンサか

A 点灯
IAT らの信号が診断下限電圧以下と検出されたとき

23 
(インテーク・ エンジン始動後240sec，車速32km/h以下， ECT60

0

C以上，吸入
工ア温度) 空気量20g/s以下

P0113 センサ 上記条件成立時IATセンサからの信号が診断|ー限電圧以上と検出
A 点灯

されたとき

P 0117 ECT エンジン始動後60secでECTセンサからの信号が診断下限電圧以 A 点灯
(エンジン・ 下と検出されたとき

14 クーラン卜

P 0118 
i届度) エンジン始動後90secでECTセンサからの信号が診断L:限電圧以

A 点灯センサ j二と検出されたとき
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トラブル・コード
表不
CHECK 

ランプ・ スキャン 診断項目 診断内容
タイプ
ENGINE 

モード -モード ランプ

エンジン回転中

HIGH側固定NG: MAP 50 kPa以下のとき TPセンサの信号が回
P 0121 TP 転テーブルにおける設定値以下と検出されたとき A 点灯

21 
(スロットル・ LOW側固定NG: MAP 70 kPa以上のときTPセンサの信号が回転
ポジション) テーブルにおける設定値以上と検出されたとき

P 0122 
センサ

TPセンサからの信号が診断下限電圧以下と検出されたとき A 点灯

P 0123 TPセンサからの信号を診断上限電圧以上と検出されたとき A 点灯

P 0131 
ECT600C以上，スロットル開度3~19%でクローズ・ループ中で

A 点灯
あるときO2センサからの信号が0.022V以下と検出されたとき

ECT600C以上，ス口、ソトル開度3~19%でクローズ・ループ中で

15 P 0132 
O2センザ あるときO2センサからの信号が0.952V以とと検出されたとき，又 A 点灯
右パンク は，燃料カット中においてO2センサからの信号が0.5V以 Lと3

sec以上検出されたとき

P0134 
エンジン始動後40secでO2センサの信号がO.4~0. 5 Vの電圧を76 A 点灯
sec保持されたことが検出されたとき

P 0151 
ECT60

0

CtJ、上，スロットル開度3~19%でクローズ・ループ中で
A 点灯

あるときO2センサからの信号が0.022V以下と検出されたとき

ECT600C以上，スロットル開度3~19%でクローズ・ループP中で

17 P0152 
O2センサ あるときO2センサからの信号か0.952V以 1-と検出されたとき，又 A 点灯
左パンク は，燃料カット中においてO2センサからの信号が0.5V以上と 3

sec以j検出されたとき

P0154 
エンジン始動後40secでO2センサの信号がO.4~0. 5 Vの電圧を76 A 点灯
sed呆持されたことが検出されたとき

ECT600C以上
P 1171 燃料供給 パワーエン・リッチ時O2センサの信号が0.4V以下が3sec継続し A 点灯

44 システム 7ことき

-リーン クローズ・ループ中で学習値の平均が20%リーンと検出されたとき
P 0171 

(右パンク)
B 点灯

45 P0172 
クローズ・ループ中で学習値の平均が30%リッチと検出されたとき

B 点灯燃料供給 (右パンク)
システム

44 P0174 -リッチ クローズ・ループ中で学管官自の平均が20%J)、ソチと検出されたとき
B 点灯

(左パンク)

燃料供給
クローズ・ループ中で学資{rr~の平均が30% リッチと検出されたとき

45 P0175 システム
(左パンク)

B 点灯

-リッチ

P0201 
P0202 

インジェクタ出力がOFFのとき出力信号がイグニション電圧でな
31 
P0203 インジェクタ

L、とき A 点灯
P0204 配線

又は，インジェクタ出力がONのとき出力信号がOVでないとき
P0205 
P0206 

VSS 

24 P0502 
(ヒークル・ス ECT60

0

C 以 l で，エンジンJil]転1800~2500 r / min， MAP 50 kPa 
B 点灯

ピード・セン 以上， TP 10~40%の状態で車速 8km/h以卜aが検出されないとき

サ)

ハ
同
z
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トラブル・コード
表示
CHECK 

ランプ・ スキャン 診断項目 診断|人j 容
タイプ
ENGINE 

モード -モード ランプ

ECT50'C以上，車速I.Cikm/h以下， TPO.4%以卜が 5sec経過後

P 1508 IAC MAP 60 kPa以下でアイドル・スピードか H漂スピードより 100 B 点灯

(アイドル・ r/min 以上低いと検出されたとき
22 

コ二ア・コント ECT 50'C以上，車速1.6kl11/h 以ド， TPO.l%以下が:1sec経過後

P 1509 ロール) アイドル・スピードが目標スピードより 100r/min以上高いと検出 B 点灯

され7ことき

P 0601 
PCMチょック ソフト・ウェアとキャリプレーションのチェック・サムが異常なと

A 点);J
-サム・ヱラー キ丸一

51 

P 1625 PCMリセット
イグニシ司ンONあるL、はエンジン回転中PCMのハート・ウョア

D 
-リセットカ¥1食山されたとき

ODM 
“CHECK ENGINE"ランプ，エアコン・リクエスト・スイ、ソチ，

63 P 1640 
(アウトプ、ソト

キャニスタ・パージ・ソレノイドロ丸、ずれかが断線あるいは短絡と D 
-ドライパ・

わ食出されたとき
モジュール)

P0563 
バッテリ電圧がその運転ザイクル中に16V 以上が15分間検出され

B 点灯
たとき

66 システム電圧

P 0562 
バッテリ電肢がその運転サイクル中に11.5V以下が15分間検出さ

D 
れたとき

P 0325 ESC エンジン始動30sec後でSNEFモジュー}レからの信号がノ、ソキング
B 点灯

(エレクトロ と判断した時聞が10sec以上検出されたとき

43 二ック・ス エンジン始動10sec 後， ECT60'C以上， TP5%以上，エンジンi口|

P0327 ノfーク・コン 転2000~4000r/minの条件下でESCからの信号が断線又は短絡と B 点灯
トロール) 検出されたとき

P0336 CKP エンジン回転中でCKP信号が基準パルス上り多く，あるいは少な
B 点灯

(クランク・ く計算されたとき
29 

ポジション) エンジン・クランキング中で一二つのCMP伝号の間に CKP信号が
P 0337 センサ 検出されなかったとき

B 点灯

P 0341 
エンジン|回転中でCMPセンサの信号が等間隔で検出されIJ:かった

B 点灯CMP とき
41 (カム・ポジシ

P0342 ョン)センサ
エンジンIJiI転中で 2回転中に]度も CMP信号が検出されとにかった

B 点灯
とき

P0351 

P 0352 EST(エレク

42 
P 0353 トロニック・ ESTの信号がONのとき OVが検出されたとき

A 点灯
P 0354 スパーク・タ 又は， ESTの信号がOFFのとき 5Vが検出されたとき

P 0355 イミング)

P 0356 

P0102 
エンジン回転が600r / min以|干のとき EGRポジション・七ンサ出力

B 
が1.1V以上検出されたとき

P0404 
目標ポジションと実際のポジションの差が15%以上の状態が15sec 

B 

EGR 
以|二3度その運転中に検出されたとき

(エキゾース 円標ポジションが 0%のとき実際のEGRポジション・センサーIU力
32 P 1404 ト・ガス・リ の0%と学習した 0%の差が15%以上の状態か 5sec以上3度その B 点灯

サーキュレー 運転中に検出されたとき

ション)
EGRポジション・センサの出力信号が0.1V以卜と10sec間検出さ

P0405 
れたとき

A 点灯

P0406 
EGRポジション・センサの出力信号が4.9V以上と10sec間検出さ

A 点灯
れfことき
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重量日 ・クローズ・ループ:ある装置の回路が機能している，フィードハソクレぐいること。

・パワーエン・リッチ:アクセルを踏み込んだ状態，燃料を急激に加給している状態。

4) ダイアゲノシス・コードの消去方法

(1) ヒューズ抜き取りによる消去方法

システムに異常が発生し， トラブル@コードがPCMに記憶された場合，その故障部位を修復しでも，その

ままではトラブル・コードのメモリは消えない。エンジン・ルーム内のリレー&ヒューズ・ボックスのヒ

ューズF13 (FL30A)を30秒以 t外すことにより，メモリされたトラブル・コードすべてが消去される。

(2) 外部診断器による消去方法

①外部診断器を自己診断コネクタに接続し，キー・スイッチをONにする。

②トラブル・コードの消去モードを選択し，画面の指示に従って消去する。

③トラブル・コードが出力しないことを確認する。

2 車載診断故障コード表示時の点検@整備方法

車両に不具合が発生し，エンジン警告灯(車載故障診断)又は外部診断器によりダイアグノシス・コードが出

力された場合には，コード一覧表の項目に従って診断・点検・整備を行う必要がある。ここでは，現在故障

としてIATセンサ信号系統， CKPセンサ信号系統の二つの信号系統を例として，点検・整備方法を説明す

る。また，一時的に故障が発生し，過去故障として車載故障診断装置にダイアグノシス・コード、が記憶され

ている場合について， MAPセンサ信号系統を例としで，点検・整備方法を説明する。

トラブル・コート

ランプ・モード スキャン・モード
内容 :士一ンジンの状態

23 POl12 IATセンサ信号|口1I協の低電圧 排ガス不良

P 0113 IATセンサ信号回路の高電圧 冷間時エンジン不調ニ息っき

29 P0336 CKPセンサ出力異常 エンジン・ストール

P0337 CKPセンサ信号なし

33 P 0107 過去不具合MAPセンサ信号回 始動不良
路の低電圧 l局j也ドライパビリティ不良=ア

P0108 過去不具合MAPゼンサ信号回 クセル・レスポンス不良(反応

路のI局電圧 が遅くなる)

1) 再現手法(図-5) 

再現手法は，お客様の指摘がインターミッテント(時々発生する不具合)，又は過去の不具合のときに指摘の

不具合状態を再現する。

外的条件を合わせ(運転条件も含めて)，再現された不具合を外部診断器でモニタすることにより DTCが表

示された瞬間又は不具合現象の状態を確認できる。

DTCが表示された時点のデータは，フリーズ・フレーム・データで確認する。

DTCが表示されない場合は，スナップ・ショットの機能が有効である。

く加振法〉 振動により不具合が発生すると思われる場合

(1) 部品，センサ

①外部診断器を車両につなぎ，推定原因系部品のデータ・リストをモニタする。

②推定原因系の部品に子で軽く叩くなどの振動を与え，不具合の発生がないか点検する。

③振動により，モニタの数値が変化する場合は，対象部品の取り付け又は製品欠陥が推定される。

逗E リレー類は，強い衝撃をケえるとポイントが開くことがある。
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(2) ワイヤ@ハーネス(W/H)，コネクタ

①外部診断器を車両につなぎ，推定原因系部品のデータ・

リストをモニタする。

②ワイヤ・ハーネスを軽く上下，左右にゆすり， 不具合の

発生がなし¥か点検する。

特にワイヤ@ハーネスではコネクタの付付根，振動の支

点，ボデーの貫通部を重点的にチェックする。

もし，ワイヤ・ハーネスをゆすることによりデータ・リ

ストの数値が変化する場合は，対象ハーネス部位付近が

ショートが発生している。また，コネクタの接続

ターミナルの緩み，変形を確認する必要ーがある。

③コネクタかん合状態で端子の抜け，浮きがないか目視で

断線，

点検する。

④コネクタ部のワイヤーハーネスを一本ずつ軽く号|っ張っ

/ぷL1~~\川〉
バ/れノ，

傘甑趨臨画輯醒診 や画趣翻醐醒騨毒伊

軽くゆする

て抜付がないことを点検する。

オス側端子の曲りや整列状態を点⑤コネクタを切り離し，

再現手法図-5 

検する。

⑤コネクタを切り離し，メス側端子に結合部の聞きなどの

変形がないことを点検する。

⑦各部品のコネクタの接点部に汚れ，荒れのないことを点

J食する。

③コネクタを部品に接続したとき， ワイヤ@ハーネスによ

コネクタに無理な力が掛かっていないこと。すなわ

ワイヤ・ハーネスに適度なたるみがあることを確認

川
リ

ち，

する。

端子の修理方法

-接点部に汚れがある場合は，エア・ガン，ウエスなどを用いて接点部を清掃する。このとき，

などで接点部を絶対に磨かない。(表面のメッキがはがれてしまうため)

・接触圧力が異常な場合はメス端子を交換する。このとき，部品側の対応するオス端子が金メッキ(金色)の場

合は金メッキ，錫メッキ(銀色)の場合は錫メッキのメス端子を用いる。

-接点部に異常がない場合は，接点部をエア・ガンなどで清掃し，きれいな吸湿性のないオイルをごく微量塗

布しておく。(これにより接点の酸化，摩耗を防止できる。)

つんqtu
 

サンドペーパ

(3) 



2) 車載診断故障コード別の点検。整備方法

(1) IAT (インテーク。エア温度)センサ(図-6) 

! もごとごと J
(賞/緑)I 

(賞/緑)I 

回IAγセンサ
IATセンザ・コネクタ

(車両ハーネス部)

0.8 

G 

(緑)

0.75 

G 

(緑)

EGRェエキゾース卜・ガス・

リサーキュレーション

μP=マイクロ フ。口セッり

「一ー司自白山ーー---目白日目】ー山汗〈一ーーーーー-目白日一白町民自ーーー

l 小 PCM

--- ー センサ・ア三ス

図-6 IATセンサ系統

く回路説明〉

IATセンサはサーミスタ式で，工ンジンに入るエアの温度を測定する。 PCM(1くワートレイン。コント

口 L ル@モジュール)は，プルアップ。レジスタを通して， IATセンサに 5Vを印加する。インテーグ@エ

アが冷たい場合，センサの抵抗は高く，したがって， PCMがモニタする IAT信号回路の信号電圧は高い。

インテーク@エアが暖かい場合，センサの抵抗は低くなるので， PCMによってモニタされる電圧も低くな

る。インテーク。エア温度センサ信号回路で， PCMが車速48km/h以上で極度に低い信号電圧を検出する

と， DTC P0112がセッ卜される。 PCMが車速32km/h以下， ECT60"C以上， MAF量20g / s 以卜‘で極度

に高い信号電圧を検出すると DTCP0113がセ、ソトされる。

これらがセットされると車載診断故障コードは， 23を表示寸る。

く診断補助一 1> 
以下の状況がないか点検する:

• PCMの接続不良 ターミナルの後端部の突出，不適切なはめ合い，ロックの破損，ターミづルの不適切な

形状又は損傷，及びターミナルとワイヤ聞の接続不良などがないか，ハーネス。コネクタを点検する。

。ハーネスの損傷 配線ハーネスに損傷がないか点検する。ハーネスに異常がない場合は， IATセンサに関

連したコネクタ及び配線J¥ーネスを動かして，外部診断器でIAT表示を確認する。 IAT表示に変化がある

場合，不具合の所在位置を示している。

く診断補助-2 > 
以下の状況がないか点検する:

• IATセンサはアースを， EGR (エキゾース卜。ガス。リサーキュレーション)ハルブ， TP (スロットル。

ポジション)センサ， CKP (クランク@ポジション)センサ及びCMP(カム@ポジション)センサと共用して

いる。これらのDTCがセットされているJ劫合は，共用のア、スrm路を点検する。

η
d
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(イ) 車載故障診断装置を使用する場合

① ランプ・モード@トラブ)1--.コード23: IATセンサ回路の高電圧/低電圧

IATセンサ温度対抵抗値
. fj会拘iトラブ)l--.コード (DTC)を石在五記する 0
. DTCを消去する。
・車両速度48km/h以/:.30秒間以上で試運転する。
チェック・エンジン・ランプ。が)，'，、('):Jし， DTC23はセットさオLたか?

、仁 。F Q 

制度丸j低抗値(近似値)

100 212 

80 li6 332 

(iO 140 66i 

45 113 1188 

35 95 1802 

2:1 Ii 2iCJ6 

15 59 44:10 

、) 41 i280 

‘〕 23 12:100 

日 21450 

3D 22 52iOO 

40 40 100iOO 

-イグニション「オフ」。

PCMを外し，センサ アース回路
0.8Gに断線/知絡がないか点検する。
・|厄!日毎に断線又は短絡があるJ場合は修
理する。

IATセンサ電源回路又はアース阿路に
|新線並びにアース知絡があったか?

. IATセンサ・コネクタに接続小良がないか点検し 1 必要に)必じて

{基llJIする。
コネクタの按統に問題が発見されたか?

. IATセンザ・コネクタに按t完を外し， lATセンサのターミナル問
の温度対抵抗値を測定する c

問題が発見された場合は， IATセンサを突換する。
問題が発見されたか?

'PCMの緩続を外して， IATセンサ信号凶路に断線がないか点検
する。

. IATセンサ信号/[11路に断線がある場合は修理する c
問題が発見されたか?

-センサ・アース阿路0.8Gに断線/短絡がないか点検する。
回路に断線〉くは短絡がある場合は修理する。

IATセンサ電源1[11路又はアース!日|路に断線並びにアース短絡があっ

4
寸



(口) 外部診断器を使用する場合

① スキャン・モード@トラブ)!.-.コ ド DTCP0112 : IATセンザ回路の低電圧

直層面一日

直Z 画面表示(Tech-2 U)場企)
ータ表示

」一一一一 一一一一一 一一一一一一一弘

ユンジン回転数 7，):} RPM 
必要必アイドルスビート 7~O RPM 
工ンジンクーラン卜尚度 目 C

スタートアップECTI仁ンジン7-ラント極度 81 C 

インテーク工ア州民 140 C 
スタートアップIAT(イン子ーク工ア!日度 41cc 
マ二ホ -~)l/ 1ご絶士、l圧 :10 kpa 
マニホールド絶対圧 1.1J3 V 

気)王 10!kpa 
~ 1/42 T 

スタートア吋ブECTIエンジンク}ブント温度)



② スキャン・モード@トラブル@コード DTCPOl13 : IATセンサ回路の高電圧

置き日画面表示(Tech-2の場合)
-イグニション「オンJ，エンジン「オフL
.外部診断器でl吸気温度を確認する。

IATデータは， -38'C以下か?

-イグニション「オンJ，エンジン「オフJ0 
.フリーズ・フレーム・データを確認し，記録する 0

・DTCP0113を消去する。
-フリーズ・フレーム データのデータ条件の範囲で

車両を運転する。

-外部診断器を用いてP0113をモニタする。
外部診断器は，このイグニション・サイクル時P0113
を検出，表示するか?

-外部診断器で多重DTCを確認するの
P0113とP0123を表示したか 7

データ表不

島弘

エンジン回転数 755 RPM 
必要なアイドルスピード 750 RPM 
エンジンクーラン卜温度 82 'C 
スタートアヴプECT(エンジンクーラント温度) 81 'C 
インテークエア温度 -39 'C 
スタートアップIAT(インテークエア温度) 41 'c 
マニホールド絶対圧 30 kpa 
マニホールド絶対圧 1.03 V 
気IF 101 kpa 

1 /42可
スタートアヴプECT(エンジンクーラント嗣度)

同23口Eluy川日

-イグニション「オフ」。

'PCMの接続を外し， IATセンサ・アース回路に断線がないか点検する 0
. IATセンサ・アース回路が断線している場合は修理する。
IATセンサ・アース回路は断線していたか?

. IATセンサ信号回路に断線がないか点検する。

. IATセンサ信号同路が断線している場合は修期する。
IATセンサ信号回路はアース短絡していたか?

ハ
h
v
q
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(2) CKP(クランク@ポジション)センサ(図-7) 

日

w
酎

CI<Pセンサ・コネクタ

(車両ハーネス部)
①~⑤は，回路の特性を示す。
① CKPセンゲ， CMPセンサの共通電源

②; CKPセンサ， CMPセンサの共通アース
③; CKP'eンサ， CMP也ンサ， EGRバルブ，

TPセンサ， IATセンサの共通アース

④; CKPセンザのアース

⑤; CKPセンサの信号

0.85 Y /R(黄/赤)

0.5 
Y/R 
(黄/赤) ④ 

CMP 
センサ

0.5 

CKP 
センサ

0.8 

~ 
0.5 

G 
② 

II(~) 
(緑)

⑤ 

11 
0.5 。
(燈)

C5 Dll 

EGR=エキソースト・ガス・

リサーキュレーション

TP=スロットル・ポジション

IAT=インテーク・エア温度

μP=マイク口・プロセッサ

! ぺ¥小小:PCM 

i ←ペ件今 I vcc~+ : 
+5V 1 1 十5V 1 : 

l 川 pl 1 M 
センサ7アース i 

図-7 CKPセンサ系統

く回路説明〉

エンジン回転基準信号はCKP(クランク@ポジション)センサによって出力される。クランクシャフトが l

回転すると，クランクシャフトから58のパルスが出力される。 PCM(パワートレイン・コントロール・モ

ジュール)はエンジン回転基準信号を用いて，エンジンのRPMとクランクシャフ卜の位置を計算する。

PCMはエンジン[回転基準回路のパルス数を常時モニタしてそのパルス数と受信するCMP(カム・ポジショ

ン)センサ信号パルスを比較する。 PCMが受信するエンジン回転基準回路のパルス数が不適切である場合，

DTC P0336がセットされる。パルス数が無信号の場合は， DTC P0337がセットされる。これらがセット

されると車載診断故障コードは， 29を表示する。

〈診断補助〉

インターミッテントは接続不良，ワイヤ絶縁材の摩耗@損傷，又は絶縁材内部でのワイヤの断線により起こ

ることがある。以下の状況がないか点検する。

• CKPセンサ接続不良 PCMのハーネス及びコネクタに不適切なはめ合い，口ックの破損，ターミナルの

不適切な形状又は損傷，及びターミナルとワイヤの接続不良などがないか点検する。
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(イ) 車載故障診断装置を使用する場合

(1) ランプ・モード。トラブル@コード29・CKPセンサ基準信号回路の異常

-不具合現象を縦認する

・診断トラブル・コード (DTC)をji(lf認する。 I
CKPセンサ電源|目路は， CM1'センサと共通。 1
アースlul路は， CM1'センサ， IATセンサ， EGR 
ノTルブ， TPセンサとJU因。
。CMPセンサと共通の電源回路 1.に断線/短絡が
発午すると1'CMは， DTC29と41を多重セッ卜
する。

'CMPセンサ， IATセンザ， EGIヤfルブ， T1'セ
ンサと共通のアース回路上に断線/~\Í絡が発生
すると1'CMは， DTC21 ， 23， 29， 32， 41を多
重セットする。

• CKPセンサ信号r!_l!路に断線/短絡が発性すると
PCMは29のみセットする。

多重DTCがセットされたか 7

多重DTCの29，41がセット
されたj易合。

仁
-イグニション「オフj。

'PCMを外し， CKPセンサ電源同路0.85Y/Rにl者J
k0! ，アース短絡，又はセンサ・アースIr::u路0.8G
に断線/短絡がなし功、点検する。

. !tJli 告に断お~LXはjH絡がある場合は修理する。
CKPセンサ電源11i[路〉くはアース1111路に断線並びに
アース短絡があったか'!

-イグニション|オブ」。

iI文[-7をち11，('¥)

|折紘/短絡[0t~名
発ノL，~[;(占

L 

2ノ

、シl 

'，;，よ

PCMを外し， CKPセンサ アース阿路0.75GIこ
断線がないか点検する。

1 ・Inl路に断線があるJ場合は修理する。
I CKPセンサ・アース回路に|析線があったか?

同区5212?ド一一寸[玉〕 4場一一一一一一←

[ YES] 匝EJ

38 

DTC Ulm;j，:iオパ十
('f_，if¥:DTCI 

29， 11 

29， '11 

21， 2:1， 29， :12， 11 

29 

~Ð 

-イグニション「オフ j。

. 1'CMを外し， CKPセンサ信号回路(C5)に電源回路
(Ell)ターミナルの後端部の突，，"'，不適切なはめ合
い，ロックの破損?ターミナルの変形， j負傷?及び

ワイヤ核討しの小良がないか点検する。

.11'，]題が7s見された場合は{己主J'1lする。
問題が発見されたか 7

-イグニション「オフJ。
. PCMをタ卜し， CKPセンサ{言号恒IU白0.5Yと0.50に位百
線/知絡がないか点検する。

. CKPセンサ d竜i原回目白0.5Y/Rに凶i~~ ， アース ~lik:í'\， 
又はセンサ・アースIIJI路0.5Gに|折線/短絡がないか
点検する。

. lul日与に1*li線又は短絡がある場合は修理する。
CKPセンサ電源Ifll日告〉くはアース1IIIk泉に|析紛idkび、l二ア
ース%H:各があったか?

CKPセンサを交換しでも問題が解消されない
J:，，5)合， PCMを交換する。



(口) 外部診断器を使用する場合

⑦ スキャン@モード。トラブル。二lード DTCP 0336 : CKPセンサ信号異常

-イグニション「オンJ，エンジン「オフJo
・外部診断能のフリーズ フレーム データをli両立して記録する 0
， DTCP0336を消去する。
・フリーズ・フレーム・データの条件の範囲内で司王IjlUを運転する。

もし，エンジンが始動しない場合は，クランキングを数同行う。

エンジンは始動したか?

.1= 

-イグニション「オフJ0 
'PCMとCKPセンサの接
続を外し， CKPセンサ
信号同路 (C5)に断線/
短絡がないか点検する 0
.回路に断線又は短絡が

あるJ易合は修理する。
CKPセンサ電源|司路又は
アース回路に断線並びに

アース短絡があったか?

-イグニション|オフ」。

PCMとCKPセンサのJ妾続を外し， CKPセンサ
電源!日l路 (Ell)に|折線/知絡がないか点検する 0
. [ri]路に断線又は短絡があるJ易合は修理する。
CKPセンサ電源[jjJ路l二|折線又はアース短絡があ

r一一一

. CKPセンサ， IATセンサ， EGRノ')"，ブ， TPセンサのイン
ターミッテント・コードがないかU在員.f?-9'る。
. CKPセンサは， CMPセンサと電源|口!日告を共用している。
これらのコードがセットされているとき不具合があるJ場
合がある。

. CKPセンサは， IATセンサ， EGRパルブ， TPセンサ及び
CMPセンサとアースを共用している。
'PCMの持続不良:タ】ミナルの後端部のち提出，不適切
なはめ合い，ロックの破損，ターミヲルの変形 9 損傷，

及びワイヤ接続の不良がないか点検する。

・ハーネスのJ負傷:配線にJ負傷がなL功、を点検する。異常
がないj場合は，加振法にてセンサに関連したコネクタ及

び配線ハーネスを動かして外部診断a~でエンジン|両l転の
表示を1確認する。表示に変化があれば不具合の部位を示
している。

'PCMとCKPセンサを抜高売する 0
'DVM(デジタル・ボルト・メータ)
でPCMコネクタのCKP信号|両|路
の電JFを測定する O
.エンジンをクランキンクグ守して

圧在を:U儲l寵在甘示認;ztする O
電圧は約2.5Vか?

宇一寸]
'PCMとCKPセンサを抜統する。
. DVM(デジタル・ボルト・メータ)でPCMコネクタの
CKP信号回路の電圧をiJll比する。
・エンジンをクランキングして電日を liM~.f?する。
電圧は約2.5Vか?

日訂 @IJ 同司

~二一一 ー

|修明確認する |lL J四副 UV:~t~!00 I 

士土並!里坦
区白山ぷ!~j:]
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② スキャン・モード@トラブル。コード DTCP 0337 : CKPセンザ回路の信号なし

-イグニション[オフJc 
'PCMとCKPセンサの抜
高売を外し， CKPセンサ
電i原伺路(C5)/アース
(D8)に|析線/短絡がな
Lゆ当点検する。

-回路に断おiiメは生日絡が
ある場合は修理する。

CKPセンサ電源回路又は
アース回路に断絞殺びに
アース短絡があったか?

州
I • CKPセンサ， IATセンサ， EGRバルブ， TPセンサのインターミッテント・
I :コードがないか確認する。
ト CKPセンサは， CMPセンサと電源同路を共用している。これらのコードが
|ーセットされているとき不具合がある均合がある。

千

. CI王Pセンサは， IATセンサ， EGRノfルブ， TPセンサ及びCMPセンサとアー
スを共同している。
'PCMの接続不良:ターミナルの後端部の突，'H，不適切なはめ合い，ロック
の破損，ターミナルの変形，損傷，及びワイヤ持続の不良がないか点検すξ。|

・ハーネスのJ負傷:配線に損傷がないかを点検すーる。異常がない喝合li，力日l
J民法にてセンサに関述したコネクタ及び配線ノ、ーネスを動かして外部診世r
器でエンジンDJJ転の表示をi防認する。表示に変化があれば不具合の部位を|
示している。 I

. PCMとCKPセン吋を接続する。

. DVM(デジタル・ボルト・メータ)でPCMコネクタの
CKP信号Inl路の電圧を測定する。
・エンジンをクランキングして電圧を確認する。

電圧は約2.5Vか?

. PCMに接続不良がないかを点検し，
必要に応じてターミナルを交換する。

ターミナルの交換は必嬰であったか?

f11~理を確認するJ

両面語52ーする c I 

40 

. CKPセンサに接続不良がないかを点検し?
必嬰に花、じてターミナルを交換する。

ターミナルの交換は必要であったか?

[十
「サを交検する | 
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3) 過去故障の場合の点検@整備方法

(1) MAP (マニホールド。アブソリュー卜@プレッシャ)センサ(図-8) 

PCM 

0.85 Y 
R/Y 1 B1 
(赤賀) I 
0.8 申

G!W 
(緑白) I 

人 1

MAP 凡 l、2
センサ /1 

l、V

Y 3 
0.8G 

(緑)

MAPセンサ・コネクタ
(車両ハーネス部)

ECTセンオサ

0.5GR 

(灰)

5

)

 

B

R
赤

ハU
f

t

、

側

部

仰

0.85 

GR/B 

(灰/黒)

μP=マイク口・フ。口セッサ
LPSM=+5V(:共存古ライン・モジューjレ

D9 - ームF8Lι唱 PCM

センサ・アース i 

図-8 MAPセンサ系統

く回路説明〉

MAPセンサは，インテーク・マニホールド@プレッシャ(バキューム)の変化に反応する。 MAPセンサ信

号電圧は，海抜ゼ口・メートルにおいて，アイドル時(高バキューム)での 2V以下から，エンジン停止又は

ワイド@オープン。スロットル(低パキューム)での 4V以上まで変化する。

MAPセンサを用いて，エンジン。パキューム水準，及び大気圧(BARO)などが判定される。 PCM(パワー

トレイン@コントロール。モジュール)が極端に低いMAPセンサ電圧を検出すると DTCPOI07がセットさ

れ，極端に高いMAPセンサ電圧を検出すると DTCPOI08が検出される。これらがセットされると車載診

断故障コードは， 33を表示する。

PCMか現在のイグニション・サイクル中に異常を検出できないときには過去DTCとしてセットする。

41 



(イ) 車載故障診断装置を使用する場合

① ランプ。モード@過去/現在のトラブル@コード 33:MAPセンサ信号回路の高電圧@低電圧

-診断トラブル コ}ド (DTC)を確認する。
. DTC をil'1 1~する。
・エンジン「オン」にて将くアクセ)~ .ペダルを連続して数分間踏み込む。

(参考値 アクセル・ペダル開度0.8%以|を16秒間以上述統する。)
チェ、ソク・エンジン ランプが点灯し DTCちはセットされたか?

. MAPセンサ・コネクタ(中山J!lJノ、ーネス)の端子 lと1電圧を測定する 0
î~11 は. 4.5~5.5Vの範1111 か?

川J民法にて.MAPセンサのハーネス/コネクタ/本体を加振する。
(参考条件，アクセル・ペダル限度0.8%以、 1-.を16秒間以上連続しな
がら加J反動する。)
チェック エンジン・ランプ。が!，'~:k l し. DTC33はセットさオlたか 7

4 
MAPi~ ，tシステムは
現有異常なし。

[-iO '1 
-イグニション「オンJ.エンジン[オフ」。
. MAPセンサ・コネクタ(I判I可IWJノ、ーネス)の端，¥flとボデー・
アース電圧を測定する。

電IJ:は， 4.~)~5.5Vの範問か?

J二二二二二二子
1 NO 1 川ES1 

アース回路0.8Gと0.85GR日
断線/知絡を点検する。
-問題が発見されたJI0合は修f'!l
する。
|問題が発見されたか 7

1
j
k
 

全
-イグニション「オンJ，エンジン「オフL
・MAPセンサ コネクタ(車両叙IJハーネス)の端子1と
2の電圧を測定する。
電11は， 4.5~5.5Vの範囲か 7

ト信号回路0.85Rの|析線/知絡を点検するO
|・問題が発見された場合は修理する。

!問題が発見されたか?

. MAPセンサ コネクタを按統する。
イグニション「オンJ，エンジン「オフL
'PCMのF80.85RIこて電Iiを測定する。
. MAPセンサに手動式パキコームを取り I~ け34kPaのバキューム
を掛けて電灯の変化を確認する。
電圧は， 1.4~2.1Vの範|月|か?

. PCMのコネクタの緩み，ターミナル
変形， j政担，はめ{Tいを点検する 0
.問題がず吉見された場合は修J日!する。
問題が発見されたか?

や
印画自白塑恒三

|MAPセンサを交換すミ~

"12 



(口) 外部診断器を使用する場合

① スキャン。モード・過去のトラブル@コード DTCP0107 : MAPセンサ回路の低電圧(断線)

ヨ空白両面表示(Tech--2の場合)

-イグニション「オンJ，エンジン「オフL
-過去DTCPOI07を消去する。 I
-フリーズ・フレーム・データを(市認し テー|

タの条件の範川内で車両を運転する

-外部診断俸をJIIいてPOI07をモニタすと九 | 
現有:POI07が去ノFされないことをiii!i認すと。 I

l 

-イグニション「オンJ，エンジン「オフL
・外部診断訟をJIjいてデータ・リストのMAPデータを{確認する 0
. 1氾t民法にて，PCMのハーネス/コネクタ/フラケットを加振する。
加振によりMAPデータが変化した部位に|問題があるので修理
する。

，1:) 

データ表示

755J 
'iSO RPM I 

82 C 

812l 

L l 
0.9旦主 | 
101 kpa 
1/42 T 

エンジン1'1J転数
必要なアイドルスピード

エンジンクーラント温度

スヲートアップECT(エンジンクーラント漏度)

インテーグエア渦度

スタートアップIAT(インテークエア温!芝)
マニホール l'絶刈正
マニ*.ルド絶対圧

気圧

スタートアッフ。ECT(工ンジン Yーラント漏IJtI

干
)

I 7cO)la I 

-外部診断恭を附いてMAPデータをモニタする 0
・イグニション「オンJ，エンジン「オフL
・MAPセンサに負圧を掛けるため 子動式パキューム・ポンプを
取りH(t34kPaのノTキコームを掛けて，電Jl:の変化をi確認する。
電圧は， 1.4-2.1Vの範聞に変化するか?

. MAPセンサの変形，破損，パキューム通路の詰まりを点検する。
問題が発見された場合は修理する。

問題は発見されたか?



② スキャン。モード e過去のトラブJ[〆@コード DTCP0108 : MAPセンサ回路の高電圧

-イグニション[オンJ，エンジン「オフJo
.過去DTCPOI08を消去する。
・フリーズ・プレーム・データを確認し，デー
タの条件の範囲内で車両を運転する。
-外部診断器を用いてPOI08をモニタする。
現布POI08が表示されないことを確認する。

場
一
の
士
一
小

h

-
一「

表
一
面
一
画
一一色一

エンジンj凶転数

必要なアイドルスピード

エンジンクーラント沼度

スタートアップECTIエンジンクーラント温度)
インテークエア温度

スタートアップIAT(インテーク工ア温度)
マニホールド絶対圧

マニホールド絶対圧

気圧

傘

755 RPM 
750 RPM 
82 oc 
81 oc 

43 oc 
41 oc 

盟主担
~O. 99 V 

101 kpa 

1/42 T 

-外部診断器を用いて多重DTCをi確認する。
多重DTCP0118 (ECTセンサ高官任)/P0713 
(A/Ti山泊センサ高電圧)は表示されないか?

スタートアップEC引エンジンクーラント温度l

-イグニション|オンJ，エンジン「オフJo
-外部診断器を用いてデータ・リストのMAPデ
ータを確認する。

-加t民法にて， MAPセンサのハーネス/コネク
タ /MAPセンサ本体を加振する。~~
MAPデータは，大気Iiを表示し安定してたか? 川事理を確認する。|

日 日目

-エンジン「アイドリング」。
-外部診断器を用いてデータ リストのMAPデータを締認する。
MAPデータは， 40kPaJ;!，、下に下がるか 7

. MAPセンサのコネクタ接続不良，不適切なはめ合い，ハーネス
の皮膜破損の不良がないか点検する。
-問題が発見されたJ場合は修理する。
問題は発見されたか?

-外部診断誌を用いてMAPデータをモニタする 0
・イグニション「オンJ，エンジン「オフJ。
. MAPセンサに子動式バキューム・ポンプを取り付け34kPaのバキ
ュームを掛けて，電IFの変化を確認する。
電圧は， 1.4~2.1Vの範囲に変化するか 7

同扇面高石つ

-イグニション「オンJ，エンジン「オフJo
・外部診断器を用いてデータ・リストのMAPデータを雌認する。 I
-加J辰法にて，PCMのハーネス/コネクタ/ブラケットを加振する。|
加振によりMAPデータが変化した部位に問題があるので修理する。 I

出里町立ムl . MAPセンサのターミナル変形， 1¥31路のWi線を点検する。
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3 車載診断故障コ…ド無表示時の点検。整備方法

車両に不具合が発生しているが，エンジン警告灯(車載故障診断)又は外部診断器により夕、イアグノシス@

コードが出力されない場合には，センサの特性異常，機械部分の異常などが考えられる。ここでは，ハイ@

アイドルを伴う始動性不良(水温センサ系統の特性異常)を例として，点検@整備方法を説明する。

く予備点検〉

. PCM (パワートレイン@コントロール・モジュール)と“CHECKENGINE"ランプは，If常に作動してい

る。(始動後はチェック@エンジン。ランプが消灯すること。)

。DTCは記憶されていない。

。外部診断器は通常の作動範囲内である。

-お客様の指摘を確認して適切な症状を突き止める。症状のチャー卜に記載してある手順を実行する。

く目視点検〉

症状子順では慎重な目視点検が必要である。

. PCMアース線は汚れ，損傷がなく，きちんと適切な位置に取り付けられている。

@バキューム@ホースは「バキューム@ホース配管図」ラベルの表示に従った，割れ，よじれのない適切な接続

であり，漏れ，又は詰まりなどがないこと。

。ェア・インテーク@ダクトのへこみ，又は損傷など。

@スロットル@ボデーの取り付け， MAF(マス@エア@フロー)センサ，及びインテーク・マニホールド(コ

モンチャンパ)のシール而のエア漏れ。

。配線の適切な接続，締め付けー及び断線。

。DTCメモリに不具合がないか点検するため， MAP (マニホールド・アブソリュー卜 eプレッシャ)センサ

の接続を外し，“CHECKENGINE"ランプが点灯するまでエンジンをアイドリングする。 DTCP0107は

イグ二ションが|オフ」した場合，メモリに記憶，保持されなければならない。記憶，保持されない場合，

PCMに不具合がある。このテスト

が完了したら，必ず， DTC P0107 

をメモリから消去する。

「 一一一 ーー 、、
「一一一~ I PCM 

Vcc 

+5V I 
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くハイ。アイドjしを伴う始動性不良〉

-ィ、貝合現象を附「認する。
・エンジンはクランクするが長附開始動しない。

-忌終的にはエンジンは始動するがハイ・アイドルを{ニウ。(;行問時)
問題(前貝〈予備点検〉・〈日祝点検>)が発見されたか 7

J「 ユ
直
↓

日日
-外吉町会断器で水iiAを確認する。
-触手/日視点検にて，水温80'C付近にてエンジ
ン・クーラント・ホース内の流動を確認し 1
サーモスタソトの性能/ECTセンサの相対を
点検する。(火1$には十分に注怠する。)
問題が発見された場合は修理する。
問題が発見されたか?

中一 「
圃
↓

以ドの作業点検を行う。(エンジンアイドリング)
.ステアリングを左右にフル作動。
・ヘッドランプのオン/オフ。

・エアコンのオン/オフ。
それぞれを[オフj側に切り替えての完全媛機時
のアイドリング・スピ ドがほぼ750r/minに安
定するかを点検する。
問題が発見された場合は修理する。
問題が発見されたか?

占日
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ECTセンサ温度対抵抗値

℃ 

温度対抗抗値(近flJ，Mi)

100 212 177 

80 176 332 

60 1 ~O 667 

4;) 1 J 3 1188 

:15 1802 

25 iI 2796 

15 59 4450 

3 11 7280 

12300 5 23 

3 21450 

30 22 52700 

40 40 100700 



参考

1) 構成部品の配置

くエンジン。ルーム構成部品配置〉

17 16 15 14 13 12 11 10 9 

番号 :('， 称 取川、HH立置
クランク・ポジション。センサ シリンダ・ホデー右倶1)卜青1;

2 
リニアEGR(工キゾースト・ガス・リサーキュレーショ

コモンチャンハの後と部
ン)/¥ルブ

3 ノック・セン ¥j シリング・ブ口ソクのパンク問右側

4 
MAP(マ二ホールド。アブソリュー卜・ブレ、ソシャ)セン

コモンチャンハの後/..i'fs 
、ザ

、) コモンチャンハ シリン夕、。ブ口、ソグじり/¥ンク|胡/i'is 

6 キャニスタ。パージ・ソレノイド。パルプ 工ンジン前音11ス口、ソトル・ボテー左横

ブューコル@ゾレ、ソシヤ“レギニIレータ ブコーヱル・レーjレ左後部

8 イグ二二ション・コイル・アセンブリ 各シリンダの t部

エア・ク')一寸 エンジン・ルーム左前，'fll

10 MAF(マス・工ア。フロー)センけ エア・クリーす I/ln側インテーク。ヲクト結台部

11 カム・ポジション。センサ 左パンクのインレ、ソト側カムシャフト後部

12 IAT(インテーク。コ二ア温度)センサ ス口、ソ卜 I~ .ボデー近くのインテーク・工ア@ダクト

13 TPS(ス口、ソトル。ポジション・センサ) ス口、ソトル・ボテー

14 ECT(エンジン・クーラント沼度)センサ ウすータ・マニホールド布 i古1I

15 アイドル・工ア・コント[J ~I~. .パルブ スロットル・ボデー /..I'ill

PCV(ポジティフ。クランクうース。ベンチレーション)
インヲーク・ダクト~右シリンタ・ヘソド・カバー問

ホース

リレ~.-&ヒコーズ。ボ、ソケス エンジン・ 1レム右巾央首11

17 



2) 端子配列及び端子電圧表

(1) PCM A' B安IJピン配列(赤色コネクタ)

ピンNo. ピン接続先

Al 5Vセンサ電源

A2 ノック・センサ

A3 グ二工b: 

A4 ~乱j'?，Î悦目J~ 

A5 IACVモータA ハイ

A6 IACVモータA ロー

A7 IACVモータ B 口一

A8 IACVモータ B ハイ

A9 “A/T OIL TEMP"ランプ

A 10 “WINTER DRIVE"ランプ

All “POWER DRIVE"ランプ

A12 ABS OFFアウトブ、ソト

A 13 “CHECK ENGINE"ランプ

A14 “CHECK TRANS"ランプ

A15 キャニスタ・パージPWM

A 16 A/Tバンド・アブライ・ソレノイド

Bl 5Vセンサ電源 2

B2 EST特4

B3 EST杵2

B4 EST * 6 
B5 ゲ二E日

B6 ゲ一工区奇

B7 EGRフィードパック・センサ

B8 IATセンサ

B9 ク二工U: 

B 10 グ二Eb 

B 11 パワー・ステアリンク・プレッシャ・スイッチ

B 12 イルミネーション・スイ、ソチ

B 13 J 1850シリアル・うータ

B 14 エアコン・コントロール・リレー

B 15 ク二Eb 

B 16 グI『巴4 

ABS:アンチ口、ソク。ブレーキ・システム

IACV:アイドル・エア・コントロール・パルプ

EST:工ンジン。スパーク・タイミング

48 

配線の色 IGNスイッチON

RED 5.0V 

YEL O. OV DC 

2mV AC 

WHT B十

BLU B+/u.8V 

BLU/WHT B十/o. 8V 
BLU/BLK B十/o. 8V 
BLU/RED B+/O.8V 

ORG/BLU B十

PNK/GRN B十

GRY/WHT B十

GRY O. OV or B十

BLU O.()V 

ORG/BLU B十

RED/BLU B十

BRN/YEL B十

RED/YEL 5.0V 

RED/WHT O.OV 

RED/BLK ().OV 

RED/GRN O. uV 

YEL!RED O.6V 

YEL!GRN O.5-4.9V 
(温度による)

卜一

GRN/YEL B十

GRN B十

ORN/GRN O.OV 

GRN/BLK B十 (A/COFF) 

A/T:オートマチ、ソク・トランスミッション

PWM:パルス相変調信号

エンジン回転

5.0V 

O.OV DC 

18mV AC 

(アイドル時)

B十

B十/o. 8V 
B十/o. 8V 
B十/o. 8V 
B-ト/o. 8V 
B十

B+ 

BI 

O. OV or B+ 

B十

Bイ

5.7V 

B十

5.0V 

0.1 V 

0.1 V 

O.IV 

0.6V 

O.5-4.9V 

(1品度による)

B+ 

B-I 

O.OV 

B十(A/COFF) 

EGR:工キゾースト。カス・リサーキ工レーション



(2) PCM C' D安IJピン配安Ij(白色コネクタ)

ピンNo ピン接続先

C1 ブューエル・インジェクタ#4

C2 シフト・ソレノイド B

C3 フューエル・インジェクタ#6

C4 EST # 1 

C5 クランク・アングル・センサ

C6 グ二Eb 

C7 PCMアース

C8 PCMアース

C9 PCMアース

C 10 タコメータ出力

Cll インダクション・コントロール・パルブ

C 12 ク二Eb 

C 13 ク二工b二

C 14 左パンク O2センサ・ロー

C 15 左パンク O2センサ・ハイ

C 16 グ二工b二

D1 ブューエル・インジェクタ#2 

D2 TCCソレノイド

D3 ブューエル・インジェクタ#1 

D4 DLC(Data Link Connector)のシリアル通信(A/T用)

D5 EST # 5 

D6 EST # 3 

D7 ビークル・スピード・センサ

D8 5Vセンサ・リターン i

D9 5Vセンサ・リターン2

D 10 マス・ユ→ア・フロー・センサ

Dll カム・アングル・センサ

D 12 ゲIb 

D 13 グb

D 14 右パンク O2センサ・口一

D 15 右パンク O2センサ・ハイ

D 16 二ゲE日

EST:エンジン・スパーク・タイミング
TCC: トルク・コンパータ・クラッチ
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配線の色 IGNスイッチON 工ンジン回転

GRN/RED B+ B-I 

BRN/BLK O.OV O.OV 

GRN/YEL B十 B+ 

RED O.OV 0.1 V 

YEL 0.3V 2.2V 

BLK/YEL O.OV O.OV 

BLK/PNK も‘、V O.OV 

BLK/BLU O.OV O.OV 

BLK/RED 8.8V 10.0V 
(アイドル時)

YEL!BLK O.OV B十

PNK 0.4 V 0.1-Q.9V 

BLU O.OV 0.1 V 

GRN/ORN B十 B十

BRN/BLU O.OV 。OV
GRN/WHT B十 B+ 

ORN 5.0V S.OV 

RED/YEL O.OV 。1V
RED/BLU O.OV O.OV 

WHT/BLK O.OV 0.1 V(停止時)

GRN O.OV O.OV 

GRY O.OV O.OV 

YEL 4.9V 4.2V 

明THT 5.0VXは 4.6V 
l目OV以下

GRN O.OV 0.1 V 

RED 0.4 V O.1-0.9V 

PCM:パワートレイン・コントロール・モジュール



(3) PCM E' F列ピン配列(青色コネクタ)

ピンNo ピンJ妾続先

El TOSS 

E2 TOSSアース

E3 フォース・モータ・口一

E4 フォース・モータ・ハイ

E5 EGR電源

E6 EGRアウトフ。ッ卜

E7 A/Tモード BPRNDLスイッチ

E8 スロットノレ・ポジション・センサ

E9 エンジン・クーラン卜楓度センサ

E 10 ク二Eb 

E 11 5Vクランク・アングlレ・センサ

E12 A/Tモー FA PRNDLスイッチ

E 13 フューエル・ポンプ・リレー

E 14 シフト・ソレノイド供給

E 15 エアコン・リクエスト

E 16 イグニション電源

Fl ク二EU 

F2 モード CPRNDLスイッチ

F3 モード PPRNDLスイ、ソチ

F4 ブレーキ・スイ、ソチ

F5 パワー・モード・スイ、ソチ

F6 ウインタ・モード・スイ、ソチ

F7 A/Tオイル温度センサ

F8 MAPセンサ

F9 ゲ二工α二

F 10 クルーズ信号入力

F 11 キック夕、ウン・スイッチ

F 12 ダイアクノシス・インプット

F13 フューエル・インジコクタ#3 

F 14 シフト・ソレノイド A

F 15 フューエル・インジェクタヰギ 5

F 16 イグニション電源

A/T:オートマチ、ソグ・トランスミッション

EGR:エキゾースト・ガス・リサーキュレーション
MAP マごーホールド・アブソリュート・プレッシャ
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配線の色 IGNスイッチON エンジン回転

RED O.OV 0.1 V 

WHT O.OV O.OV 

VIO/RED O.OV 1.1 V 

VIO/WHT O.OV 4.9V 

BLK/YEL B+ B十

YEL B+ Bト

BLU/YEL O.OV O.OV 

BLU O. 5~0. 8V 0.5~O.8V 

(アイドル時) (アイドル時)

BLU/RED O. 5~4. 9V O.5-4.9V 

(温度による) (温度による)

YEL!RED 5.0V又は 5.0V 
1.0V以下

BLU/WHT B+ BI 

RED/WHT O.OV B十

BRN/WHT B十 B十

GRN/ORN O.OV O.OV 

RED/BLU Bイ B十

BLU/BLK 。OV O.OV 

YEL!GRN B十 O.OV 

GRN/YEL O.OV O.OV 

VIO/RED B十 B+ 

VIO/GRN Bイ B十

RED/BLK O. 5~4. 9V 。目 5~4. 9V 

(漏!互による) (温度による)

GRN/BLK 3. 5~4. 9V 0.6~1.3V 

(高温及び

大気圧による)

GRY/BLU Bート B十

SKB B十 B十

ORN/BLU B十 Bイ

GRN B十 Bト

BRN/RED B+ B十

GRN/BLK B十 B十

RED/BLU Bイ B十

TOSS: トランスミ、ソション・アウトプット・スピード・セ

ンサ
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